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通期業績予想との差異、剰余金の配当 

及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 

平成 25 年５月９日に公表した平成 26 年３月期の通期業績予想と本日発表の実績に差異が発

生いたしましたので、その概要をお知らせするとともに、剰余金の配当及び特別損失の発生に

ついて、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想との差異（平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日） 

（１）平成 26年３月期通期連結業績予想数値との差異 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 25,460 740 720 530 60 02 

今 回 実 績（Ｂ） 26,892 1,017 1,045 687 77 89 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,432 277 325 157  

増 減 率（％） 5.6 37.5 45.2 29.8  

（ご参考）前期実績 

（平成 25年３月期） 
24,598 698 744 426 48 26 

 

（２）平成 26年３月期通期個別業績予想数値との差異 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 22,820 640 500 56 62 

今 回 実 績（Ｂ） 24,151 959 691 78 27 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,331 319 191  

増 減 率（％） 5.8 49.9 38.2  

（ご参考）前期実績 

（平成 25年３月期） 
22,240 680 428 48 53 
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（３）差異の理由（連結・個別） 

 個別の業績につきましては、主に国内既存店の回復並びに海外フランチャイズ先の新規

出店増に伴いロイヤリティ収入が順調に伸びたこと等により、収益性が向上し、営業利益、

経常利益及び当期純利益は、共に予想を大幅に上回ることとなりました。 

 一方、連結の業績につきましては、親会社の業績の好調さに加え、子会社も収益性が改

善したことにより、営業利益、経常利益及び当期純利益は、共に予想を大幅に上回ること

となりました。 

 

２．剰余金の配当 

（１）配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（平成 25年５月９日公表） 

前期実績 

（平成 25年３月期） 

基 準 日 平成 26年３月 31日 平成 26年３月 31日 平成 25年３月 31日 

１当たり配当金 8 円 00銭 6 円 00銭 6 円 00銭 

配 当 金 総 額 70 百万円 ― 52 百万円 

効 力 発 生 日 平成 26年６月 23日 ― 平成 25年６月 24日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

（２）理由 

 当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題の一つと認識しており、株主資本

の充実を図るとともに、安定的な配当及び株主優待券の発行を継続して行うことを基本方

針としております。 

 配当予想につきましては、当初 1 株当たり 6 円と発表させていただきましたが、当期の

業績が見通しを上回ったことに伴い、財政状況及び今後の見通しを総合的に勘案し、期末

配当金を 1株当たり８円とさせていただきます。 

 今後とも株主の皆様のご期待に沿えるよう努力してまいりますので、引き続き変わらぬ

ご支援を賜りますようお願い申しあげます。 

 

３．特別損失の発生及びその内容（連結・個別） 

 固定資産の減損損失の対象となった主に店舗等の損失により、減損損失として２億７千

６百万円（連結）、１億６千万円（個別）を計上することとなりました。 

 これらにより、当期の特別損失の合計額は３億４百万円（連結）、１億８千３百万円（個

別）であります。 

 

以上 


